
令
和
六
年 

春
季
彼
岸
会
法
要
（
三
月
二
十
日
）
お
申
込
み
に
つ
い
て 

 
三
月
二
十
日
（
水
・
祝
）
春
季
彼
岸
会
法
要
を
行
い
ま
す
。
第
一
部
・
付
回
向
（
年
忌
法
要
） 

第
二
部
・
一
般
法
要
の
二
部
形
式
で
行
い
ま
す
。（
お
斎
は
精
進
弁
当
） 

 

第
一
部 

付
回
向 

午
前
九
時
受
付
開
始 

午
前
九
時
半 

法
要
開
始 

各
家
年
忌
の
ご
法
事
の
合
同
法
要
で
す
。
お
申
込
み
や
お
問
合
せ
は
極
楽
寺
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

お
申
し
込
み
は
、
三
月
十
八
日(

月
曜)

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

付
回
向
法
要
は
座
席
指
定
と
な
り
ま
す
。
お
申
込
の
際
に
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

付
回
向
参
加
の
方
が
、
二
部
法
要
の
彼
岸
回
向
や
経
木
供
養
を
御
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
付
回
向

法
要
の
中
で
行
い
ま
す
。
是
非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

第
二
部 

一
般 

春
季
彼
岸
会
法
要 

午
前
十
時
半
本
堂
入
場
開
始 

十
一
時
法
要
開
始 

 

十
時
半
以
降
本
堂
に
お
入
り
頂
き
、
経
木
を
受
け
取
り
、
経
木
灌
頂(

洒
水)

を
し
て
頂
き
ま
す
。
着

席
し
て
法
要
開
始
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
法
要
開
始
後
、
順
番
に
ご
焼
香
を
し
て
頂
き
ま
す
。 

・
受 

付 

お
申
込
は
、
前
日
の
三
月
十
九
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

本
堂
入
堂
開
始
時
間 

午
前
十
時
半
よ
り
（
そ
れ
以
前
は
、
付
回
向
年
忌
法
要
を
行
っ
て
い
る
為
、

本
堂
に
お
入
り
頂
け
ま
せ
ん
） 

・
第
二
部 

春
季
彼
岸
会
法
要 

午
前
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
頃
ま
で
読
経
が
続
き
ま
す
。 

ご
回
向
は
、
経
木
供
養
・
彼
岸
供
養
（
回
向
袋
）
の
順
に
お
経
が
上
が
り
ま
す
。
指
名
に
よ
る
ご

焼
香
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
越
し
に
な
っ
た
順
に
、
お
申
込
の
経
木
を
お
渡
し
し
、
経
木
灌
頂
を

お
受
け
い
た
だ
き
法
要
開
始
ま
で
お
待
ち
頂
き
ま
す
。
法
要
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
順
番
に
焼
香

盤
に
進
み
、
ご
焼
香
を
頂
き
ま
す
。 

開
始
直
後
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
少
し
お
待
ち
頂
け
ば
ゆ
っ
た
り
ご
焼
香
を
頂
け
ま
す
。 

 

 
 

 

申
し
込
み
方
法 

◎
直
接
申
込 

同
送
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
金
圓
を
添
え
て
極
楽
寺
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

（
一
） 

彼
岸
供
養
（
回
向
袋
） 

千
円 

春
・
秋
の
お
彼
岸
の
み
行
わ
れ
る
特
別
回
向
で
す
。
先
祖
代
々
の
彼
岸
回
向
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
二
） 

経
木
供
養
（
き
ょ
う
ぎ
く
よ
う
） 

一
霊 

千
円 

 

先
祖
代
々
や
、
故
人
の
御
法
名
を
経
木
に
書
き
、
ご
供
養
を
行
い
ま
す
。 

別
紙
申
込
書
に
ご
法
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
不
明
の
場
合
は
御
命
日
や
俗
名
で
も
可
能
で
す
。 

（
三
）  

精
進
弁
当 

千
円 

精
進
弁
当
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
お
寺
の
お
斎
を
是
非
ご
家
庭 

で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。(

数
量
限
定
・
お
弁
当
お
受
け
取
り
は
午
前
十
時
よ
り) 

（
四
） 

受
付
期
間 

第
一
部
・
付
回
向 

三
月
十
八
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

第
二
部
・
一
般
法
要
・
精
進
弁
当 

 

三
月
十
九
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

お
精
進
弁
当
は
予
定
数
に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。
御
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
お
電
話
で

の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。 

 

◎
郵
送
で
の
申
込 

同
送
の
郵
便
局
振
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
三
月
十
五
日(

金)

ま
で
に
ご
送
金
を

お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
法
要
出
欠
欄
に
出
席
は
○
、
欠
席
は
✕
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 

尚
、
御
本
尊
様
へ
の
お
賽
銭
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

(

昨
年
よ
り
郵
便
物
が
極
楽
寺
到
着
ま
で
発
送
か
ら
三
～
五
日
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
締
め
切

り
が
早
く
な
り
恐
縮
で
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す) 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

浄
土
宗
法
王
山
極
楽
寺 



令
和
六
年 

春
季
彼
岸
会
法
要
回
向
申
込
書 

（
三
月
二
十
日(

水
・
祝) 

午
前
十
一
時 

第
二
部
法
要
開
始
） 

 
 

 
 

    

　
⑤
合
計
金
額

 
法
名
又
は
御
命
日

 
法
名
又
は
御
命
日

 
法
名
又
は
御
命
日

 
法
名
又
は
御
命
日

 
法
名
又
は
御
命
日

 
先
祖
代
々

 
先
祖
代
々

 
①
施
主
御
氏
名

 
 
個

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

家
先
祖
代
々

　
③

(

二

)

経
木
供
養

(

一
霊
千
円

)

　
④
精
進
持
ち
帰
り
弁
当

(

一
個
　
千
円

)

　
②

(

一

)

彼
岸
供
養

(

回
向
袋
千
円

)

家
先
祖
代
々 

◎
極
楽
寺
へ
直
接
お
申
込
の
場
合
は
、
左
記
に
記
入
し
、
三
月
十
九
日
ま
で
に
ご
持
参
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

※
第
一
部
付
回
向
の
方
も
、
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。(

付
回
向
法
要
で
ご
供
養) 

◎
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
添
付
の
振
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
郵
便
局
に
て
ご
送
金
を

お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
申
込
は
三
月
十
五
日
ま
で
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
便
配
達
に
大

変
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、
早
い
締
切
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
郵
送
申
込
の
方
は
、
本

申
込
書
に
ご
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。(

振
込
用
紙
に
出
欠
を
ご
記
入
く
だ
さ
い) 

ご
遠
方
や
ご
都
合
で
法
要
ご
欠
席
の
場
合
も
、
責
任
を
持
っ
て
ご
供
養
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
季
彼
岸
会
法
要
は
第
一
部
付
回
向
、
第
二
部
一
般
法
要
と
二
部
制
で
行
い
ま
す
。 

第
一
部
は
午
前
九
時
受
付
・
九
時
半
付
回
向
開
始
。 

第
二
部
は
午
前
十
時
半
本
堂
入
堂
開
始
・
十
一
時
法
要
開
始
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

 
 

浄
土
宗
法
王
山 

極
楽
寺 

 

①施主御氏名 申込者の氏名をご記入下さい。  
②彼岸供養 彼岸特別回向です。   
③経木供養 経木供養を御希望の場合、本欄に先祖代々やご法名(戒名)をご記
入ください。ご不明の場合は、御命日や俗名も可能です。  
④精進持ち帰り弁当 数量限定ですので、ご希望の方はお早目にお申込みくだ
さい。お精進弁当ですので、お仏壇に御供えすることもできます。 
⑤合計金額 ①から④の合計金額をご記入ください。 

 

極
楽
寺
へ
直
接
ご
持
参
用 
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